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(平成 29年 5月 1日現在) 
学長  塩 田  浩 平 
理事  山 田 尚 登 
理事  松 末  𠮷 隆 
理事  小笠原 一 誠 
理事  山 木 宏 明 
監事  舩 橋 恵 子 




(平成 29年 5月 1日現在) 
職員数 
  役員  5(2) 人 
  教員  369(2) 人 
  事務職員 137 人 
  技術職員 783 人 
    計  1294(4) 人 
   (注) (  )内の数字は、外数で非常勤を示します。 




  医学科  685 人 
  看護学科 260 人 
    計  945 人 
 
 







土地  233,018m2 
建面積   43,518m2 
































期間  平成 28年度(平成 28 年 4月 1日～平成 29年 3月 31日) 
範囲  医学部、医学部附属病院、附属図書館、事務部門 
  (瀬田月輪団地の看護師宿舎を除く全てを対象としています。) 
公表時期  平成 29年 9月 
次回公表時期 平成 30年 9月 
参考としたガイドライン 










































表 1. 過去 5年間の総エネルギー使用量の推移 
表 2. 過去 5年間の建物延床面積あたりのエネルギー使用量の推移 
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5月～10月平均気温    平成 27年度 22.3℃→平成 28年度 23.2℃ 












































表 3. 過去 5年間の CO2総排出量の推移(調整後係数) 
表 4. 過去 5年間の建物延床面積あたりの CO2排出量の推移(調整後係数) 
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表 5. 過去 5年間の CO2総排出量の推移(デフォルト値) 
表 6. 過去 5年間の建物延床面積あたりの CO2排出量の推移(デフォルト値) 
※本学のH28 年度電力購入先 : サミットエナジー㈱ 














表 7. 過去 5年間の電力使用量の推移 










































































































































































 平成 28 年度には附属病院の一部の改修工事(高効率のエアコンへ更新等)を
実施しました。 




































































省エネ量 省エネ量 省エネ量 省エネ量 省エネ量 省エネ量
臨床高効率エアコン
中央熱源方式から電気式個別エアコンに更新し、省エ
ネを計る -94,238 75,390 226,563 5,356 42 1,227 1,227
臨床基礎コンベクター撤去
不要となっているコンベクターを撤去し、放熱ロスを減ら
す -832 2,275 130 200 1 47 47
臨床空調換気扇 空調換気扇を導入 0 8,142 21,221 772 27 183 183
臨床高効率照明 効率のよい照明器具に更新 139,500 0 25,384 2,651 10 695 695
病院第一電気室変圧器更新 老朽化した変圧器をトップランナー機器へ更新 27,852 0 6,297 529 12
廃水処理施設高効率照明 効率のよい照明器具に更新 3,540 0 3,442 67 51 35




ネを計る 83,643 52,926 1,589 33 417 417
実験実習支援センター空調換気扇 空調換気扇を導入 0 4,517 11,772 428 27 102 102
実験実習支援センター高効率照明 効率のよい照明器具に更新 111,825 0 20,470 2,125 10 372 372 372
病院高効率エアコン
再開発時に更新しなかったエアコンが耐用をむかえる
ため更新する -95,571 76,457 235,203 5,142 46 1,244
RI動物実験施設高効率エアコン 中央式熱源部分を最新型熱源に更新し、省エネを計る -1,733,688 416,085 6,505 719 719
動物実験施設冷凍機更新 老朽した冷凍機を最新高効率型に更新 91,440 0 1,737 912
RI動物実験施設空調換気扇 空調換気扇を導入 0 39,629 11,054 3,757 3 892 892
RI動物実験施設高効率照明 効率のよい照明器具に更新 104,063 0 19,099 1,977 10 519 519
中央機械棟変圧器更新 老朽化した変圧器をトップランナー機器へ更新 27,157 0 7,418 516 14 271
看護学科高効率エアコン
設置後17年が経過しているため、高効率エアコンに更
新 126,819 0 54,900 2,410 23 421 421 421
管理棟高効率照明 効率のよい照明器具に更新 52,125 0 8,038 990 8 520
管理棟高効率エアコン 老朽化したGHPを新型GHPに更新 0 2,603 4,200 247 17
基礎研究棟高効率エアコン
中央熱源方式から電気式個別エアコンに更新し、省エ
ネを計る -87,294 69,836 201,453 4,962 41 1,136 1,136
基礎研究棟空調換気扇 空調換気扇を導入 0 7,542 19,658 715 27 170 170
基礎研究棟高効率照明 効率のよい照明器具に更新 10,238 0 2,821 195 15 51 51
一般教養棟高効率エアコン
中央熱源方式から電気式個別エアコンに更新し、省エ
ネを計る -32,445 19,467 74,875 1,229 61 553
一般教養棟空調換気扇 空調換気扇を導入 0 2,803 7,306 266 27 63
一般教養棟高効率照明 効率のよい照明器具に更新 80,775 0 13,738 1,535 9 805
コラボレーションセンター高効率空調
設置後1５年が経過しているため、高効率エアコンに更
新 45,864 0 20,679 871 24 457
中央熱源更新 中央機械棟の冷凍機、ボイラーを更新 1 57,548 1,152,934 5,456 211 11,779
中央機械棟高効率照明 効率のよい照明器具に更新 40,388 0 10,241 767 13 403
外灯高効率照明 効率のよい照明器具に更新 131,019 0 23,100 2,489 9 1,308
302,306 37
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７.環境報告書まとめ 
 
本報告書は平成 28年度に滋賀医科大学が取り組んだ環境や社会への行動を
報告しています。 
平成27年度と比較し、平成 28年度は総エネルギー使用量の増加に伴い、エネ
ルギー原単位・CO2 排出量等が増加しました。これは診療活動の活性化(MRI 装
置の増加)やボイラーインバーター故障によるエネルギー消費量の増加・気象条
件が厳しくなったことが考えられます。平成 29 年度にボイラーの修繕が計画され
ているため、これにより平成 30 年以降のガス消費量の削減によるエネルギー消
費量および、温室効果ガスの排出量の削減が見込めます。 
滋賀医科大学ではエネルギー消費原単位を前年度比 1%以上削減を継続する
ための具体的な計画づくりに着手しています。老朽化した設備を最新の省エネタ
イプに更新していくことを中心とし、ソフト面でも学生や教職員の省エネ活動をより
活発にするような計画の作成をしています。 
長期的な省エネ活動により漸近的に総エネルギー消費量の削減ができている
ので、今後も省エネ活動を推進していきたいと思います。 
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８.その他 
 
 
 
